
会
員
募
集

　

◆
ハ
イ
キ
ン
グ
部
員
（
東
久
留

米
市
山
岳
連
盟
）　

例
会
は
毎
月

第
１
水
曜
日
の
午
後
７
時
～
９
時
、

東
久
留
米
駅
北
口
駅
前
公
会
堂

（
稲
荷
神
社
境
内
）
で
。
会
山
行

（
さ
ん
こ
う
）
は
毎
月
１
回
以
上
。

入
会
金
５
０
０
円
、
会
費
半
年
３

６
０
０
円
、
遭
難
保
険
代
ほ
か
年

約
６
０
０
０
円
。
成
年
者
。
初
心

者
歓
迎
。
詳
し
く
は
木
下
緯
４
７

２
・
４
９
１
７
へ
。

　

◆
ボ
ー
ル
な
ど
を
使
っ
た
ス
ト

レ
ッ
チ（
そ
ふ
と
♡
フ
レ
ッ
シ
ュ
）

　

月
２
回
、
木
曜
日
の
午
前　

時
１１

～
午
後
零
時
半
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
ほ
か
で
。
入
会
金
１
０
０
０

円
、
会
費
１
回
６
０
０
円
。
音
楽

に
併
せ
て
楽
し
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

誰
で
も
で
き
る
運
動
で
す
。
詳
し

く
は
新
井
緯
０
９
０
・
５
４
９
９
・

８
３
１
８
へ
。

　

◆
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
、
バ
ッ

グ
、
か
ご
、
雑
貨
作
り
（
地
球
に

優
し
い
エ
コ
ク
ラ
フ
ト
の
会
）　

月
２
回
、
木
曜
日
の
午
前　

時
～

１０

正
午
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ケ
ア
サ
ポ
ー

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー（
新
川
町
一
丁
目
）

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費

月
３
０
０
０
円（
材
料
費
別
）。
初

心
者
歓
迎
。
基
本
か
ら
個
人
の
レ

ベ
ル
に
併
せ
て
楽
し
め
ま
す
。
詳

し
く
は
高
橋
緯
０
９
０
・
４
７
０

４
・
１
５
２
８
へ
。

　

◆
火
曜
ヨ
ー
ガ
の
会　

火
曜
日

の
午
前　

時
～
正
午
、
コ
ミ
ュ
ニ

１０

テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町
で
。
入
会
金

１
０
０
０
円
、
会
費
月
３
５
０
０

円
。
初
心
者
歓
迎
。
無
料
体
験
あ

り
。
詳
し
く
は
清
水
緯
４
７
５
・

６
６
９
２
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
リ

リ
ー
」　

毎
週
金
曜
日
の
午
後
１

時
～
４
時
、
主
に
東
部
地
域
セ
ン

タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
３
０
０
０
円
。
プ
ロ
Ｂ
級

女
性
講
師
。
初
級
後
半
～
中
級
後

半
。
見
学
無
料（
要
連
絡
）。
詳
し

く
は
川
名
（
か
わ
な
）
緯
４
２
５・

０
１
４
１
へ
。

　

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス（
ケ
ニ
ケ
ニ
）　

月
３
回
、
木
曜
・
土
曜
日
の
午
後

４
時　

分
～
５
時　

分
と
午
後
５

４０

１５

時　

分
～
７
時
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

１５
タ
ー
で
。
会
費
は
マ
ミ
ー
ズ
ク
ラ

ス
（
３
歳
～
７
歳
程
度
〈
母
親
同

伴
で
〉）
が
月
１
０
０
０
円
、
ケ
イ

キ
ク
ラ
ス
（
小
・
中
学
生
）
が
月

１
５
０
０
円
。
詳
し
く
は
村
松
緯

０
９
０
・
３
０
８
０
・
９
５
５
６

へ
。

　

◆
女
声
合
唱
団（
ク
ー
ル・ヴ
ェ

ル
デ
ュ
ー
ル
）　

毎
週
木
曜
日
の

午
前
中
、
成
美
教
育
文
化
会
館
で
。

会
費
月
５
０
０
０
円
。
金
子
み
す

ず
な
ど
、
美
し
い
詩
を
歌
い
ま
す
。

ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
あ
り
。
詳

し
く
は
西
川
緯
４
７
６
・
５
７
４

４
へ
。

　

◆
東
久
留
米
剣
道
連
盟　

毎
週

土
曜
日
が
午
後
６
時
か
ら
、
日
曜

日
が
午
前
９
時
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、
第
六
・
第
七
・
第
九

の
各
小
学
校
で
。
入
会
金
２
０
０

０
円
、
会
費
年
５
０
０
０
円
。
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
高
校
生

以
上
。
詳
し
く
は
大
谷
緯
４
７

２
・
１
０
１
８
へ
。

　

◆
東
久
留
米
市
少
年
剣
友
会　

毎
週
、
土
曜
日
の
午
後
６
時
か
ら

と
日
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
第
六
・
第
七
・

第
九
の
各
小
学
校
で
。
入
会
金
２

０
０
０
円
、
会
費
月
１
０
０
０
円
。

小
・
中
学
生
。
詳
し
く
は
佐
々
木

緯
４
６
１
・
７
０
８
６
へ
。

　

◆
練
劫
（
れ
ん
こ
う
）　

法
前

１８

段
益
気
劫　

ス
ト
レ
ッ
チ
６
套

（
と
う
）（
中
国
健
康
普
及
協
会
）

　

毎
週
月
曜
～
土
曜
日
の
午
前
９

時
か
ら
と　

時
か
ら
、
滝
山
五
丁

１０

目
ひ
ま
わ
り
公
園
で
。
入
会
金
１

０
０
０
円
、
会
費
年
２
０
０
０
円
。

詳
し
く
は
川
越
緯
４
７
４
・
３
５

９
５
へ
。

　

◆
能
面
彫
刻
（
能
面
工
房
・
和

乃
〈
わ
の
〉
会
）　

月
１
回
～
２
回
、

月
曜
日
、
ス
ペ
ー
ス
１
０
５
ほ
か

で
。
入
会
金
１
５
０
０
円
、
会
費

１
回
４
０
０
０
円
（
材
料
費
別
）。

初
め
て
の
方
で
も
、
安
心
し
て
、

楽
し
く
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
安

藤
緯
４
５
８
・
２
３
２
８
へ
。

　

◆
女
声
合
唱
サ
ー
ク
ル

「
ヴ
ォ
ー
チ
ェ
」　

月
２
回
、
月

曜
日
の
午
後
４
時
～
５
時
半
、
大

門
中
学
校
ま
た
は
第
二
小
学
校
で
。

入
会
金
５
０
０
円
、
会
費
月
１
０

０
０
円
。
詳
し
く
は
中
辻
（
な
か

つ
じ
）
緯
４
７
７
・
４
８
６
９
へ
。

　

◆
日
本
空
手
協
会
・
東
久
留
米

教
室　

毎
週
火
曜
・
金
曜
日
の
午

後
と
日
曜
日
の
午
前
、
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
東
久
留
米
駅
前

黒
目
ビ
ル
で
。
会
費
月
４
０
０
０

円
。
家
族
・
母
子
家
庭
等
の
各
種

割
引
き
あ
り
。
幼
年
・
シ
ニ
ア
専

用
ク
ラ
ス
あ
り
。
日
本
空
手
協
会

公
認
指
導
員
に
よ
る
指
導
。
詳
し

く
は
後
藤
緯
０
８
０
・
５
６
５
４
・

４
９
３
４
へ
。

　

◆
中
高
年
者
向
き
の
健
康
体
操

（
ヘ
ル
シ
ー
体
操　

美
楽
留
〈
ミ

ラ
ク
ル
〉）　

毎
月
第
４
月
曜
日
の

午
前　

時
～　

時
半
、
さ
い
わ
い

１０

１１

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
５
０

０
円
、
会
費
月
１
０
０
０
円
。
上

履
き
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
料
水
等

持
参
。
見
学
体
験
可
。
詳
し
く
は

山
本
緯
４
７
１
・
１
０
６
１
へ
。

　

◆
料
理
（
ワ
イ
ワ
イ
ク
ッ
キ
ン

グ
）　

月
１
回
、
火
曜
日
の
午
前

　

時
か
ら
、
中
央
公
民
館
で
。
会

１０費
１
回
１
４
０
０
円
。
１
歳
６
カ

月
児
以
上
の
保
育
あ
り
（
１
０
０

円
）。
詳
し
く
は
山
本
緯
４
７
２
・

６
６
８
３
へ
。

　

◆
木
目
込
人
形
サ
ー
ク
ル　

毎

月
第
１
・
第
３
火
曜
日
の
午
前
９

時　

分
～
正
午
と
午
後
１
時
～
３

１０
時　

分
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

４０
会
費
月
４
０
０
０
円
。
人
形
や
お

ひ
な
さ
ま
、
五
月
人
形
な
ど
。
初

心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
中
村
緯
４

７
４
・
９
３
０
３
へ
。

　

◆
合
唱
（
東
久
留
米
混
声
合
唱

団
）　

毎
週
土
曜
日
の
午
後
７
時

～
９
時
、
主
に
中
央
公
民
館
、
東

部
・
西
部
・
南
部
の
各
地
域
セ
ン

タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
３
５
０
０
円
。
見
学
可
。

詳
し
く
は
矢
沢
緯
４
７
４
・
０
３

８
０
へ
。

　

◆
入
門
・
初
級
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

ダ
ン
ス
（
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

Ｂ
Ｓ
Ｄ
）　

毎
週
金
曜
日
の
午
後

８
時　

分
～　

時　

分
、
ス
ポ
ー

４５

１０

５０

ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
１
０
０

０
円
か
ら
。
初
め
て
の
方
～
初
級

者
。
詳
し
く
は
井
上
緯
０
９
０
・

３
６
９
５
・
６
０
７
４
へ
。

催

し

　

◆
手
芸
作
品
展
（
東
久
留
米
手

芸
グ
ル
ー
プ
の
会
）　

６
月
１
日

（
月
）
～
５
日
（
金
）
の
午
前　
１０

時
～
午
後
６
時
（
１
日
は
正
午
か

ら
。
５
日
は
午
後
３
時
ま
で
）、

ス
ペ
ー
ス
１
０
５
で
。
入
場
料
無

料
。
詳
し
く
は
内
堀
緯
４
７
１
・

３
１
３
７
へ
。

　

◆
第
９
回
童
謡
ま
つ
り　

チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
（
童
謡
を
歌

う
会
・
み
く
の
会
）　

６
月
７
日

（
日
）
午
後
１
時
半
開
演
（
１
時

開
場
）、
成
美
教
育
文
化
会
館
グ

リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
２
０

０
円
（
あ
し
な
が
育
英
会
へ
全
額

を
寄
付
）。
童
謡
や
愛
唱
歌
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
井
上

緯
４
７
２
・
５
６
６
１
へ
。

　

◆
「
み
ん
な
で
う
た
お
う
」
コ

ン
サ
ー
ト（
東
久
留
米
う
た
う
会
）

　

６
月　

日
（
日
）
午
後
２
時
～

１４

４
時　

分
、
中
央
公
民
館
地
下
音

１５

楽
室
で
。
参
加
費
３
０
０
円
（
茶

菓
子
付
き
）。
詳
し
く
は
湯
田
緯

４
７
４
・
７
９
９
２
へ
。

　

◆
公
開
観
察
会
・
清
瀬
市
の
水

と
緑
・
柳
瀬
川
回
廊
（
東
久
留
米

自
然
友
の
会
）　

７
月
２
日
（
木
）

午
前　

時
～
正
午
、
西
武
池
袋
線

１０

秋
津
駅
北
口
集
合
。
参
加
費
２
０

０
円（
保
険
代
）。
申
し
込
み
は
６

月　

日
（
月
）
ま
で
に
、
往
復
は

２２
が
き
で
、
〒
２
０
３
儿
０
０
５
２
、

幸
町
５
ノ
７
ノ
４
、
須
藤
秀
一
あ

て
郵
送
を
。
詳
し
く
は
須
藤
緯
４

７
１
・
４
０
１
５
へ
。

　

◆
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー　

ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
（
Ｋ
Ｋ
ギ
タ
ー
ク
ラ

ブ
）　

６
月　

日
（
火
）
午
前　

時

１６

１０

半
～
正
午
、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー

講
習
室
で
。
入
場
料
無
料
。
詳
し

く
は
滝
沢
緯
４
７
３
・
６
２
９
５

へ
。

　

◆
女
性
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

（
リ
ラ
ッ
ク
ス
健
康
体
操
）　

６

月
７
日
・　

日
・　

日
の
い
ず
れ

１４

２１

も
日
曜
日
、
午
後
１
時
半
～
３
時
、

西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
１
階
大
広
間

和
室
で
。
参
加
費
無
料
。
ア
レ
ル

ギ
ー
花
粉
症
に
良
い
ヨ
ガ
・
リ
ン

パ
ツ
ボ
の
紹
介
。
詳
し
く
は
池
田

緯
４
７
５
・
８
２
５
０
へ
。

　

◆
３
周
年
の
つ
ど
い
（
西
部
九

条
の
会
）　

６
月　

日
（
土
）
午
後

２０

２
時
～
４
時
半
、
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
で
。
参
加
費
５
０
０

円
（
障
が
い
者
、
高
校
生
以
下
は

無
料
）。「
戦
争
し
か
知
ら
な
い
子

ど
も
た
ち
」
～
ア
フ
ガ
ン
で
出

会
っ
て
～
。
詳
し
く
は
大
野
緯
４

７
５
・
９
３
５
９
へ
。

　

◆
第　

回
住
宅
デ
ー
（
建
設
ユ

３２

ニ
オ
ン
東
埼
支
部
東
久
留
米
分

会
）　

６
月
７
日
（
日
）
午
前　

時
１０

～
午
後
３
時
、
浅
間
町
地
区
セ
ン

タ
ー
で
。
入
場
料
無
料
。
包
丁
研

ぎ
（
１
丁
１
０
０
円
）
等
（
午
後

２
時
に
受
け
付
け
終
了
）。
無
料

住
宅
相
談
。
詳
し
く
は
石
原
緯
４

２
３
・
５
６
２
３
へ
。

　

◆
職
人
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
建

設
ユ
ニ
オ
ン
多
摩
北
支
部
）　

６

月
７
日
（
日
）
午
前　

時
～
午
後

１０

３
時
、
市
役
所
１
階
屋
外
ひ
ろ
ば

で
。
入
場
料
無
料
。
地
元
建
築
職

人
の
「
技
」
の
実
演
。
木
工
教
室
。

無
料
住
宅
相
談
。
耐
震
相
談
。
詳

し
く
は
多
摩
北
支
部
・
星
緯
４
６

３
・
１
０
０
９
へ
。

そ
の
他

　

◆
お
茶
を
の
み
な
が
ら
カ
ラ
オ

ケ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か　

毎
週
月

曜
・
水
曜
・
金
曜
日
の
午
後
２
時

～
４
時
、
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー

老
人
集
会
室
で
。
参
加
費
無
料
。

　

歳
以
上
の
方
。
詳
し
く
は
本
田

６０緯
４
７
６
・
１
９
７
０
へ
。

21.  6.  121.  6.  1

21
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
制
度

21
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
制
度

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
保
険
料

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
保
険
料

第
４
期
老
人
福
祉 

計
画
・
介
護
保
険
事
業 

計

画

を

策

定

　

第
４
期
（
平
成　

～　

年
度
）

２１

２３

東
久
留
米
市
老
人
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
は
、
第
３
期

（
平
成　

～　

年
度
）
の
計
画
を

１８

２０

見
直
し
、
市
の
高
齢
者
施
策
の
方

向
性
を
示
す
も
の
と
し
て
策
定
し

ま
し
た
。

　

第
４
期
事
業
計
画
で
は
、
予
防

重
視
の
高
齢
者
施
策
や
地
域
包
括

ケ
ア
な
ど
の
一
層
の
充
実
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
が
要
介

護
状
態
に
な
っ
た
と
し
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
地
域
に
密
着
し
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
あ
る

（
介
護
予
防
）
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
を
東
部
・
中
部
の
生
活

圏
域
に
各
１
カ
所
、
整
備
す
る
こ

と
等
を
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

同
計
画
は
介
護
福
祉
課
（
市
役

所
１
階
）、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
２
階
）、
各
図
書
館
で

ご
覧
頂
け
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
見
直
し 

に

つ

い

て

　

市
の　

歳
以
上
の
高
齢
者
人
口

６５

は
、　

年　

月
に
は
２
万
３
０
８

１８

１０

０
人
で
し
た
。
そ
れ
が　

年　

月

２０

１０

に
は
２
万
５
２
０
９
人
と
、
２
年

間
で
２
１
２
９
人
増
加
し
、
今
後

も
毎
年
約
１
０
０
０
人
ず
つ
増
え

て
い
く
見
込
み
で
す
。
高
齢
化
率

は
現
在
約　

舒
で
す
が
、　

年
に

２２

２３

は　

舒
を
上
回
る
見
込
み
で
す
。

２４

　

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
介
護

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
（
要
介
護

高
齢
者
）
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
は
約
３
２
０
０
人
で
す
が
、

今
後
徐
々
に
増
加
し
、　

年
度
に

２３

は
３
５
０
０
人
前
後
に
な
る
と
見

込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
国
の
緊
急

特
別
対
策
に
よ
り
介
護
報
酬
の
上

昇
改
定
が　

年
度
か
ら
行
わ
れ
て

２１

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

必
要
な
費
用
は
毎
年
増
加
し
、　
２３

年
度
に
は　

年
度
の
１
・
３
倍（
約

２０

　

億
円
）
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま

６５れ
ま
す
。

　

歳
以
上
の
方 

６５（
第
１
号
被
保
険
者
）の 

介
護
保
険
料
を
改
定

　

第
３
期
事
業
計
画
期
間
（　

～
１８

　

年
度
）
の
介
護
給
付
費
（
介
護

２０に
か
か
る
費
用
か
ら
利
用
し
た
時

に
支
払
う
１
割
の
本
人
負
担
を
除

い
た
額
）
は
約
１
４
２
億
円
で
し

た
が
、
第
４
期
（　

～　

年
度
）

２１

２３

の
介
護
給
付
費
は
約
１
７
４
億
円

と
約　

舒
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ

２２

ま
す
。
第
１
号
被
保
険
者
の
方
に

は
こ
の
給
付
費
の
内
、
約　

舒
を

２２

介
護
保
険
料
と
し
て
負
担
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
た
め
、
介
護
給
付

費
が
計
算
上
増
加
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
介
護
報
酬
の
上
昇
改

定
に
伴
う
国
の
保
険
料
抑
制
措
置

お
よ
び
市
の
保
有
す
る
介
護
給
付

費
準
備
基
金
を
繰
り
入
れ
る
こ
と

で
、
結
果
的
に
第
４
期
の
保
険
料

基
準
月
額
（
保
険
料
の
内
の
第
４

段
階
の
額
）
を
約
１
５
０
円
引
き

下
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
て
、　

歳
以

６５

上
の
第
１
号
被
保
険
者
の
標
準
保

険
料
額
を
月
額
３
７
５
０
円
か
ら

３
６
０
０
円
に
（
年
額
で
は
４
万

５
０
０
０
円
か
ら
４
万
３
２
０
０

円
に
）
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

保
険
料
の
段
階
は 

実
質
９
段
階
に

　

市
の
介
護
保
険
料
は
、
こ
れ
ま

で
は
７
段
階
で
し
た
が
、
左
表
の

通
り　

年
度
か
ら
実
質
９
段
階
に

２１

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
低
所
得
の

方
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
市

民
税
課
税
世
帯
の
方
で
前
年
の
年

金
等
収
入
額
が
年
額　

万
円
以
下

８０

の
方
に
つ
い
て
、　

年
度
～　

年

２１

２３

度
の
間
、
特
例
的
な
段
階
の
設
定

を
行
い
、
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
方
で
前
年
の
所
得
金
額
が
１

２
５
万
円
未
満
の
方
の
保
険
料
段

階
を
新
た
に
設
定
し
た
も
の
で
す
。

税
制
改
正
の
影
響
を 

受
け
る
方
の
激
変 

緩
和
措
置
が
終
了

　

税
制
改
正
に
よ
り　

年
度
～　

１８

２０

年
度
の
間
、
実
施
さ
れ
て
い
た
介

護
保
険
料
の
軽
減
措
置
（
激
変
緩

和
措
置
）
が　

年
度
で
終
了
し
ま

２０

し
た
。

　

皆
さ
ん
に
お
支
払
い
い
た
だ
く

実
際
の
介
護
保
険
料
は
、
７
月
に

決
定
し
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
居
住
費
・
食
費
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
が
、
低
所
得
の
方
は
、

所
得
区
分
に
応
じ
て
上
限
が
設
け

介
護
保
険
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方（
入
所
者
）へ

負
担
限
度
額
認
定
の
申
請
を

負
担
限
度
額
認
定
の
申
請
を

居
住
費
・
食
費
の

方
（　

年
４
月
１
日
現
在
）

２１

　

※
①
②
部
門
の
い
ず
れ
も
、
他

府
県
在
住
か
ら
の
応
募
も
可
。
た

だ
し
、
過
去
の
合
格
経
験
者
を
除

き
ま
す
。

　
【
日
時
・
会
場
】
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
＝
８
月
６
日
（
木
）
午
前　

時
１０

～
午
後
３
時
半
（
予
定
）
▼
コ
ン

サ
ー
ト
＝　

月　

日
（
日
）
午
後

１０

１８

２
時
開
演
。
会
場
は
、
い
ず
れ
も

東
村
山
市
立
中
央
公
民
館
（
東
村

山
市
本
町
二
丁
目
）

　

申
し
込
み
は
７
月
８
日
（
水
）

ま
で
に
（
必
着
）、
参
加
申
込
書

（
所
定
様
式
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
〒
１
８
９

−

０
０
１
４
、
東
村

山
市
本
町
二
丁
目　
３３

番
地
２
、
東
村
山
市

立
中
央
公
民
館
あ
て

郵
送
ま
た
は
直
接
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
参
加
申
込
書
は

東
久
留
米
市
役
所
企

画
調
整
課
（
市
役
所

４
階
）
ま
た
は
東
村

山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
同
館
緯
０
４
２
・
３

９
５
・
７
５
１
１
ヘ
。

　

多
摩
北
部
広
域
行
政
圏
協
議
会

（
東
久
留
米
・
小
平
・
東
村
山
・

清
瀬
・
西
東
京
の
５
市
で
構
成
）

で
は
、
第　

回
多
摩
六
都
フ
レ
ッ

１６

シ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
音
楽
文

化
普
及
向
上
の
た
め
、
圏
域
内
外

で
活
動
し
て
い
る
若
い
音
楽
家
の

皆
さ
ん
に
、
よ
り
多
く
の
発
表
の

場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
ま
す
。
こ
の
た
び
、
同
コ
ン

サ
ー
ト
の
開
催
に
向
け
た
出
演
者

の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
【
募
集
資
格
】①
学
生
部
門
＝
各

音
楽
大
学
長
ま
た
は
学
部
長
推
薦

の
大
学
生
②
新
人
部
門
＝
大
学
、

大
学
院
、
専
攻
科
ま
た
は
研
究
科

等
で
音
楽
を
専
攻
し
た
卒
業
者
お

よ
び
こ
れ
に
準
ず
る　

歳
ま
で
の

３０

出
演
者
を
募
集
し
ま
す

出
演
者
を
募
集
し
ま
す

第
16
回
多
摩
六
都

フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト

第
16
回
多
摩
六
都

フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト

　

財
団
法
人
東
京
都
農
林
水
産
振

興
財
団
が
行
う
、
援
農
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
は
、
農
作
物
の
栽
培
技
術
を
習

得
し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
図
り

た
い
と
考
え
る
方
に
、
農
業
従
事

者
不
足
を
感
じ
て
い
る
農
業
を
営

む
方
で
の
農
作
業
の
手
伝
い
を
通

し
て
、
農
業
技
術
の
習
得
や
健
康

増
進
等
の
余
暇
充
実
を
図
っ
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。

　

講
座
修
了
者
に
は
、
認
定
証
を

発
行
し
、
市
内
で
農
業
を
営
む
方

に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
自
然

に
触
れ
る
楽
し
さ
を
共
有
し
て
く

だ
さ
い
。

　
【
定
員
】　

人
（
応
募
者
多
数
の

１０

場
合
は
抽
選
）

　

※
説
明
会
を
６
月　

日
（
金
）

２６

午
後
６
時
か
ら
、
市
役
所
７
階
７

０
２
会
議
室
で
開
催
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
６
月　

日
（
金
）

１９

ま
で
に
電
話
で
産
業
振
興
課
農
政

係
緯
４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

　

詳
し
く
は
同
係
へ
。

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
教

育
活
動
を
実
施
す
る
際
に
、
責
任

者
や
指
導
者
が
安
心
し
て
活
動
で

き
る
よ
う
「
社
会
教
育
活
動
主
催

者
賠
償
責
任
保
険
制
度
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
社
会
教
育
関
係
団
体

な
ど
が
活
動
中
に
起
こ
し
た
事
故

等
に
よ
り
、
責
任
者
や
指
導
者
が

法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
、

そ
れ
に
よ
っ
て
被
る
損
害
を
て
ん

補
す
る
保
険
で
す
。
掛
け
金
は
全

額
市
が
負
担
し
ま
す
。
昨
年
加
入

し
て
い
た
団
体
は
７
月
１
日（
水
）

午
後
４
時
で
保
険
の
効
力
が
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ

の
保
険
は
傷
害
保
険
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
【
対
象
と
な
る
団
体
】年
間
を
通

し
て
活
動
す
る
次
の
団
体
。
①
子

ど
も
会
な
ど
、
主
に
子
ど
も
の
活

動
を
中
心
と
す
る
団
体
②
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
③
社

会
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る
文
化

団
体
④
公
共
施
設
の
整
備
、
清
掃

活
動
、
防
災
、
防
犯
、
交
通
安
全

な
ど
の
社
会
奉
仕
（
無
報
酬
）
活

動
団
体
⑤
青
少
年
の
健
全
育
成
を

図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
す
る
地

域
活
動
団
体
な
ど

　
【
対
象
と
な
る
事
故
お
よ
び
補

償
限
度
額
】
①
対
人
・
対
物
事
故
、

財
物
事
故（
飲
食
物
な
ど
に
よ
る
）、

保
管
物
事
故（
借
用
物
毀
損
な
ど
）

の
て
ん
補
限
度
額
は
１
事
故
に
つ

き
２
億
円（
免
責
０
円
）。
人
格
権

侵
害
て
ん
補
限
度
額
１
事
故
１
０

０
万
円
（
免
責
１
０
０
０
円
）

　
【
保
険
期
間
】７
月
１
日
午
後
４

時
～　

年
７
月
１
日
午
後
４
時

２２

　

申
し
込
み
は
正
午
～
午
後
１
時

を
除
く
６
月
１
日
（
月
）
～　

日
２２

（
月
）
に
、
代
表
者
の
認
め
印
、

団
体
の
年
間
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

名
簿
・
規
約
等
を
持
参
の
上
、
直

接
生
涯
学
習
課
（
市
役
所
６
階
）

へ
。

　

詳
し
く
は
同
課
生
涯
学
習
係
緯

４
７
０
・
７
７
８
４
へ
。

社
会
教
育
活
動
主
催
者

賠
償
責
任
保
険
に
ご
加
入
を

社
会
活
動
団
体
の
代
表
者
・
責
任
者
・
指
導
者
の
皆
さ
ん

　

６
月　

日
（
火
）
～　

日
（
月
）

２３

２９

は
男
女
共
同
参
画
週
間
で
す
。

　

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

（
フ
ィ
フ
テ
ィ
２
）
で
は
、
今
ま

で
に
「
シ
ネ
マ　

お
し
ゃ
べ
り
」

de

で
上
映
さ
れ
た
中
か
ら
４
作
品
を

次
の
日
程
で
上
映
し
ま
す
。

　

女
性
や
男
性
の
生
き
方
を
テ
ー

マ
に
し
た
作
品
を
テ
レ
ビ
で
鑑
賞

し
、
共
同
参
画
が
新
た
な
社
会
の

パ
ス
ワ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
ま
せ
ん
か
。

　
【
日
程
・
上
映
作
品
】
①
６
月　
２４

日
（
水
）
＝
「
フ
ラ
イ
ド
・
グ
リ
ー

ン
・
ト
マ
ト
」（
キ
ャ
シ
ー
・
ベ
イ

ツ
出
演
ほ
か
）②　

日（
木
）＝「
ア

２５

バ
ウ
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
」（
ジ
ャ
ッ

ク
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
主
演
）
③　

日
２６

（
金
）
＝
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス

ガ
ー
ル
」（
米
倉
涼
子
主
演
）
④　
２７

日
（
土
）
＝
「
ク
レ
イ
マ
ー
、
ク

レ
イ
マ
ー
」（
ダ
ス
テ
ィ
ン
・
ホ
フ

マ
ン
主
演
）

　
【
上
映
時
間
】①
②
が
午
後
１
時

半
～
午
後
４
時
半
、
③
④
が
午
後

１
時
半
～
３
時

　
【
会
場
】
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
会
議
室

　
【
定
員
】
い
ず
れ
も
先
着　

人
２４

　
【
参
加
費
】
無
料

　

当
日
直
接
会
場
へ
。

　

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
緯
４
７

２
・
０
０
６
１
へ
（
火
曜
休
館
）。

男
女
共
同
参
画
週
間
イ
ベ
ン
ト

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー（
フ
ィ
フ
テ
ィ
2
）主
催

映
画
を
上
映
し
ま
す

あ
っ
た
朝
食
の
食
べ
方
や
、
手
軽

に
作
れ
て
食
べ
や
す
い
朝
食
メ

ニ
ュ
ー
を
、
実
習
を
通
し
て
提
案

し
ま
す
。

　

講
師
は
社
団
法
人
栄
養
改
善
普

及
会
理
事
の
在
塚
茂
登
子
氏
。

　
【
献
立
】も
ち
も
ち
ス
テ
ィ
ッ
ク
、

モ
ー
ニ
ン
グ
ス
ー
プ
、
大
豆
の
ふ

わ
ふ
わ
オ
ム
レ
ツ

　

※
献
立
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
【
日
時
】
６
月　

日
（
木
）
午
前

２５

　

時
～
午
後
２
時

１０
　
【
会
場
】
中
央
公
民
館
料
理
室

　
【
参
加
費
】
５
０
０
円

　
【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、

台
ふ
き
、
三
角
き
ん
、
筆
記
用
具

　
【
定
員
】
先
着　

人
３０

　

※
２
歳
～
未
就
学
児
の
保
育
あ

り
。
定
員　

人
。
要
予
約
。

１０

　

申
し
込
み
は
６
月
２
日
（
火
）

午
前
９
時
か
ら
電
話
で
生
活
文
化

課
緯
４
７
０
・
７
７
３
８
へ
。

　

詳
し
く
は
同
課
へ
。

　
「
朝
食
を
食
べ
た
い
け
れ
ど
時

間
が
な
い
」「
も
っ
と
寝
て
い
た

い
」
と
い
う
方
は
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

と
は
い
え
、
一
日
の
始
ま
り
に

朝
食
は
欠
か
せ
な
い
大
切
な
も
の

で
す
。
個
人
の
生
活
リ
ズ
ム
に

第２回消費者講座第２回消費者講座第２回消費者講座
　

市
の
高
齢
化
率
は　

諸
を
超
え
、
本
格
的
な
「
超
高
齢
社
会
」

２２

に
移
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
状
況
の
中
で
、　

年
度
か
ら
ス

１２

タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕

組
み
と
し
て
定
着
し
、　

年
度
か
ら
は
要
介
護
状
態
を
予
防
す
る

１８

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
号
で
は　

年
度
か
ら
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
保
険
料
に
つ

２１

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
介
護
サ
ー
ビ
ス
係
（
内
線
２
５
５
３
～

２
５
５
７
）、
保
険
係
（
内
線
４
９
１
０
、
４
９
１
１
）
へ
。

ら
れ
、
こ
れ
を
超
え
る
利
用
者
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
特
定

入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
い
い

ま
す（
段
階
区
分
は
下
表
の
通
り
）。

対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護

老
人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医

療
施
設
、
短
期
入
所
生
活
（
療
養
）

介
護
・
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活

（
療
養
）
介
護
、
地
域
密
着
型
介

護
老
人
福
祉
施
設

特
定
入
所
者
介
護 

サ
ー
ビ
ス
費
制
度 

利
用
の
際
は
申
請
を

　

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

制
度
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
制
度
を
利
用
し
て
い
る
方

（
負
担
限
度
額
認
定
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
）
は
、
今
年
の
６

月　

日
（
火
）
で
有
効
期
間
が
満

３０
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
更
新
の
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
利

用
者
負
担
第
４
段
階
で
あ
っ
て
も
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、
減

額
制
度
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
介
護

サ
ー
ビ
ス
係
（
内
線
２
５
５
３
・

２
５
５
７
）
へ
。

　市では、震災時において家具等の転倒に
よる被害を減らすため、家具転倒防止器具
を無償で支給します。
　【助成対象】市内に居住し、住民登録また
は外国人登録をしている世帯
　※高齢者・障害者等で、自力での取付け
が困難な世帯に対しては、器具の取り付け
支援を行います。
　【募集枠】先着８５０世帯
　申し込みは防災防犯課（市役所２階）で
配布する「家具転倒器具等助成申請書」に
必要事項を記入の上、土曜・日曜日を除く
６月１０日（水）～２４日（水）の午前９時半
～午後４時に同課へ直接持参または、〒
２０３−８５５５、市役所防災防犯課あてに郵送
してください（パンフレットは同課、中央
公民館、各図書館に用意しています）。
　詳しくは同課緯４７０・７７６９へ。

　筋力低下等の体力の衰えを、歳だから
仕方がないとあきらめていませんか。
　機能回復訓練事業では、高齢の方に無
理がないよう、一人ひとりの身体の状態
を専門家が個別指導しながら、マシンを
使用して運動トレーニングを行います。
筋力を回復して、心も身体も若返りま
しょう。
　【対象】介護認定要支援１・２、要介護
１・２の方
　【利用日】３カ月で週２回
　【費用】１回につき５８０円
　※送迎あり
　申し込みはケアマネジャーまたは東部
緯４７３・９９９６、中部緯４７０・８１８６、西部緯
４７２・０６６１の各地域包括支援センターへ。
　詳しくは介護福祉課地域ケア係（内線
２５０１、２５０２、２５５７）へ。

※１　カッコ内は介護老人保健施設および介護療養型医療施設の場合

食　費

居住費段階区分

多　床　室
従　来　型
個室　※１

ユニット型
準　個　室

ユニット型
個　　　室

利用料
負担段階

所得区分

施設ごとに利用料金が異なります第４段階世帯課税者で本人非課税

住
民
税

６５０円３２０円
８２０円

（１,３１０円）
１,３１０円１,６４０円第３段階

合計所得金額と課税年金
収入額の合計が８０万円超世

帯
非
課
税
者

３９０円３２０円
４２０円
（４９０円）

４９０円８２０円第２段階
合計所得金額と課税年金
収入額の合計が８０万円以下

３００円０円
３２０円
（４９０円）

４９０円８２０円第１段階
老齢福祉年金受給者

生活保護受給者等

介護保険施設における１日当たりの段階区分別負担限度額

２１年度分からの介護保険料の保険料段階、保険料額
 ●２１年度～２３年度（保険料基準額＝３,６００円） ●１８年度～２０年度（保険料基準額＝３,７５０円）

改　定　後（年額）改　定　前（年額）

保険料
（年額）

保険
料率対　象　者段階保険料

（年額）
保険
料率対　象　者段階

２１,６００円０.５０

生活保護受給者、老齢福祉年金受
給者で世帯全員が住民税非課税の
方、中国残留邦人支援法による支
援給付を受けている方

第１
段階

２２,５００円０.５０
生活保護受給者、老齢福
祉年金受給者で、住民税
非課税世帯の方

第１
段階

２１,６００円０.５０
世帯全員が住民税非課税で、前年
の「合計所得金額＋課税年金収入
額」が８０万円以下の方

第２
段階

２２,５００円０.５０
住民税非課税世帯で「合
計所得金額＋課税年金収
入額」が８０万円以下の方

第２
段階

３２,４００円０.７５
住民税非課税世帯で、前年の「合計
所得金額＋課税年金収入額」が８０
万円超の方

第３
段階

３３,７００円０.７５
住民税非課税世帯で「合
計所得金額＋課税年金収
入額」が８０万円超の方

第３
段階

３５,８００円０.８３

世帯員に住民税課税者がいる方
で、本人が住民税非課税、かつ本
人の前年の「合計所得金額＋課税
年金収入額」が８０万円以下の方

特例
第４
段階

４５,０００円１.００
本人が住民税非課税で、
世帯員が課税の方

第４
段階

４３,２００円１.００

世帯員に住民税課税者がいる方
で、本人が住民税非課税、かつ本
人の前年の「合計所得金額＋課税
年金収入額」が８０万円超の方

第４
段階

４６,６００円１.０８
本人が住民税課税で、前年の合計
所得金額が１２５万円未満の方

第５
段階

５６,２００円１.２５
本人が住民税課税で、前
年の合計所得金額が２００
万円未満の方

第５
段階

５４,０００円１.２５
本人が住民税課税で、前年の合計
所得金額が１２５万円以上、２００万円
未満の方

第６
段階

６４,８００円１.５０
本人が住民税課税で、前年の合計
所得金額が２００万円以上、５００万円
未満の方

第７
段階

６７,５００円１.５０

本人が住民税課税で、前
年の合計所得金額が２００
万円以上、５００万円未満
の方

第６
段階

７５,６００円１.７５
本人が住民税課税で、前年の合計
所得金額が５００万円以上の方

第８
段階

７８,７００円１.７５
本人が住民税課税で、前
年の合計所得金額が５００
万円以上の方

第７
段階

機能回復訓練を
ご利用ください

体の衰えが気になる方へ

家具転倒防止器具を
無償で支給します
家具転倒防止器具を
無償で支給します

震災時の備えとして震災時の備えとして

◆東村山市ホームページアドレス
http://www.city.higashimurayama.tokyo.jp


